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•表題（しょうわ）については

「押原中学校 2年5組

河田  莉実 さん（かわた  りみ）」の直筆です。
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議会だより

山梨学院大学の学生から

昭和町議会への政策提案発表会



昭和町議会への 政策提案発表会
山梨学院大  学の学生から

総合計画策定過程に住民の参加を促し、各年度での状況報告の必要性や現職

首長の任期ごとに計画を見直すべき等の条例内容について提案します。

総合計画についての条例について、住民参加を促すことは良いことであると考

えます。実効性の向上や、現職首長の構想との整合など課題も多くあるため、

発表をうけ、議会でも検討していきたいと思います。

江藤ゼミ

議会から

「総合計画の策定と運用に関する条例」の提案

空き家活用スクール、お試し居住・居住への助成金、法定外目的税としての空

き家税の導入について提案します。

空き家活用スクール、お試し居住・居住への助成金、具体的な支援の内容や、

何といっても、空き家税の導入というのは驚かされました。税法を調査し、導入

の目的・効果が具体的に示されており、とても分かりやすく納得させられるもの

でありました。

外川ゼミ

議会から

昭和町空き家対策の提案
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昭和町議会への 
山梨学院大  学の学生から

日　時：

場　所：

主　催：

平成30年12月13日（木）

午後1時30分～4時30分

昭和町議会議場

昭和町議会、山梨学院大学

空き家予備群の定義、昭和町の高齢単身者の推移をもとに将来的に空き家に

なる可能性の高い件数の具体的提示をして、空き家情報の周知・相談会等の

開催・空き家の利活用を提案します。

空き家になってからではできる対策は限られており、本当に重要なのは、空き

家予備群を行政がしっかりと把握し、空き家とならないような事前の対策が必

要であると考えています。具体的な対策については、議会としても今後検討し

ていかなければならないと思います。

日高ゼミ

議会から

空き家予備群対策の提案

特集
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昭和町議会で取り組んでいる空き家に関する条例の策定に

向けて、昭和町内空き家の現状を把握することを目標とする。

各常任委員会において、町内空き家のリストを参考に危険と

される箇所を重点的に調査した。

●調査箇所○西条二区2軒○紙漉阿原区1軒

　西条二区２軒に関して言えば、建物の損壊もほぼ無かったようだが、草

木の処置が十分とは言えない状況であった。

　また、紙漉阿原の空き家に関しては、草木の手入れは十分にしてあっ

たが、道路側の瓦が落下する可能性があり、少々危険であると感じた。

昭和町議会
空き家調査
目 的

内 容

総務常任委員会調査委員会

●調査箇所○河東中島区5軒・アパート1棟

　河東中島区の住宅５軒を視察したが、現在、建物自体はなく、担当課へ

報告をした。

　その他、同区の空きアパートの現状を確認し、当局へどのような状況

か、確認をした。

産業土木常任委員会調査委員会

●調査箇所○築地新居区2軒 ○河西区1軒

　築地新居区の空き家に関して、１軒はすでに撤去されており、空き地と

なっていることを確認した。

　もう一つの空き家については、倉の瓦が危険とのことだったので実際

に見てみると敷地内の整備はされていたが、瓦の危険性は除去されてい

ないと感じた。

　河西区の空き家については、草木の整備もされておらず、野良猫が家

に住み着いていた。

　誰か所有者以外の人が猫に餌を与えている痕跡もあったため、住居侵

入の疑いもあり、今後も要確認が必要な建物であると感じた。

教育厚生常任委員会調査委員会
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平成30年第4回定例会（12月議会）に押原小学校の６年生が傍聴に来てくれました。

実際に議会を見て、小学生から様々な感想がありました。

～ 押原小学校６年生が昭和町議会を傍聴 ～

議会をもっと知りたい！

町で行われることについて話

し合われているところを見る

ことができて、とても勉強に

なりました。今後の学校での

学習や話し合いの場などで

生かしていきたいです。

町議会を初めて見学しまし

た。社会科見学で見た国会の

会議場と同じ所と違う所があ

ることがわかりました。僕たち

の学校の事も議題になって

いて驚きました。

11月に見学した国会議事堂

に似ていると思いました。小

中学校の英語教育の話題に

興味を持ちました。

一番心に残ったのは、自転車事

故の補償についてです。自転車

は僕たちにも深く関係があるの

で気をつけたいと思いました。

なぜその質問をするのか、議員

の方が説明してから、話し合い

をするのでわかりやすかったで

す。迫力がありました。

私は、議会のことは良く知り

ませんでしたが、この見学を

通して、議会では「よりよい町

づくり」のためにいろいろ話し

合ってくれていることがわか

りました。清水智香さん
ちかしみず

名取和希さん

深澤華梨さん

廣瀬稔也さん

今澤真さん

岩本真青さん

より多くの人に議会を身近

に感じてもらえるよう、昭和

町議会として今後も様々な

ことに取り組んでいきたい

と思います。押原小学校の皆

さん。また来てくださいね！

かずきなとり

じんやひろせ

しんいまざわ

かりんふかさわ

まおいわもと
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平成３０年度昭和町下水道事
業特別会計補正予算（第１号）
について

平成３０年度昭和町介護サービ
ス特別会計補正予算（第２号）
について

平成３０年度昭和町国民健康保
険特別会計補正予算（第３号）
について

権利の放棄について

町道路線の認定の件

昭和町議会政務活動費の

交付に関する条例中改正の件

河
田

　
あ
け
み

三

井

　

　
猛

遠

藤

　
辰

男

田

中

　
博

愛

塚

原

　
將

司

樋

口

　
敏

夫

河

住

　
保

茂

鷹

野

　
一
雄

林

　

　
和

仁

石

原

　
高

明

中

澤

　
康

夫

石

原

　
一
好

薬

袋

　
義

久

金

丸

　富
一

依

田

　
茂

巳

堀

　

　
門

太

決まったこと

平成30年第4回定例会で決まったこと

　平成30年12月定例会は、12月4日から7日まで4日間の会期で開きました。町長職務

代理者提出の条例関係1案件、町道路線認定関係1案件、権利の放棄について1案

件、平成30年度一般会計および特別会計補正予算4案件を審議しました。

　一般質問では5人の議員が10件について活発な質問・意見を展開しました。

12月
定例会で

案件名
審議

結果

全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

全員賛成で

可決

種 別

議案
第44号

議案
第45号

議案
第46号

議案
第48号

議案
第49号

平成３０年度昭和町一般会計

補正予算（第３号）について

議案
第47号

議案
第50号

※

〈詳細は2月末更新予定のHPの会議録をご覧ください。〉 ※塚原 將司議員は議長のため、採決には加わっていません。

ほたるんに聞いてみよう！
ねえねえほたるん、5ページに小学生が

議会の傍聴に来てたって記事があるけど

「議会の傍聴」って誰でもできるの？

うん！議会の傍聴はちゃんと決まりを守れば、誰でもできるんだよ。今回は押原小学校の6年生が議

会の傍聴に来てくれたよ。傍聴は議会の本会議や一般質問、委員会の時にできるよ。傍聴する前に

名前を書いて、静かに部屋に入ってね。細かい決まりは、事務局の人に聞いておくといいよ。議員さ

んがどんな質問をしているのかな、議会ってどういうものだろうって思っている人は気軽に傍聴に

来てほしいな。議会っていうものが町のためになにをしているかを見て・聞いてみてね。また、わか

らないことがあったら聞いてね！
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ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て

生
涯
学
習
館
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

第
4

回
定
例
会（
12

月
）委
員
会
質
疑

　

総
務
課
長

　現
在
の
返
礼

品
に
つ
い
て
、
提
携
し
て
い
る

御
前
崎
市
・
牧
之
原
市
等
原

産
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
場

産
品
で
は
な
い
と
国
で
判
断

さ
れ
た
た
め
、
11

月
か
ら
取

り
扱
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

生
涯
学
習
課
長

　教
育
長

の
諮
問
を
受
け
、
建
設
検
討

委
員
会
で
の
協
議
の
結
果
、

教
育
長
へ
中
央
公
民
館
・
図

書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
の
３
つ
の

機
能
を
持
っ
た
複
合
施
設
が

必
要
で
あ
る
と
の
答
申
を
し

た
。

学
校
教
育
課
長

　給
食
セ

ン
タ
ー
の
増
築
・
改
修
工
事
に

つ
い
て
設
備
の
長
寿
命
化
の

た
め
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
用
の
地

下
ピ
ッ
ト
の
新
設
、
壁
の
撤

去
費
用
等
が
追
加
さ
れ
、
当

初
の
試
算
の
３
億
３
２
６
万

円
か
ら
５
億
４
９
４
１
万
円

に
増
額
と
な
っ
た
。

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

総
合
会
館

温
泉
管
理
に
つ
い
て

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
に

つ
い
て

青
少
年
海
外
派
遣

事
業
に
つ
い
て

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

社
会
体
育
施
設

利
用
調
整
会
議
に
つ
い
て

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

河
住
議
員

　総
合
会
館
の

温
泉
管
理
に
つ
い
て
薬
剤
の

費
用
が
増
え
て
い
る
が
な
ぜ

か
。

福
祉
課
長

　配
湯
管
の
詰

ま
り
を
解
消
し
た
こ
と
で
、

湯
量
が
増
加
し
、
同
時
に
レ

ジ
オ
ネ
ラ
菌
の
殺
菌
用
塩
素

費
用
が
増
え
た
た
め
。

河
住
議
員

　青
少
年
海
外

派
遣
事
業
の
参
加
者
が
予

定
し
て
い
た
人
員
よ
り
少
な

い
が
、な
ぜ
か
。

生
涯
学
習
課
長

　要
因
と

し
て
、
部
活
動
な
ど
に
よ
り

申
込
者
が
例
年
よ
り
少
な

か
っ
た
た
め
。

樋
口
議
員

　本
年
度
の
キ
ッ

ズ
ウ
ィ
ー
ク
に
関
わ
る
事
業

は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た

か
。

教
育
長

　キ
ャ
メ
リ
ア
と
ク

ラ
ウ
ズ
の
２
団
体
が
事
業
を

開
催
し
、
合
計
２
１
０
名
が

参
加
し
た
。

　来
年
度
の
た
め
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
今
後
に

活
か
し
て
い
く
。

中
澤
議
員

　給
食
費
の
権

利
の
放
棄
に
つ
い
て
、
外
国
籍

は
何
件
か
。

学
校
教
育
課
長

　６
件
で

金
額
は
、
12

万
７
４
０
０
円
。

中
澤
議
員

　現
在
、
調
整
会

議
が
昼
に
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
仕
事
を
持
っ
て
い
る
方
の

た
め
に
夜
間
の
開
催
に
し
て

は
ど
う
か
。

生
涯
学
習
課
長

　以
前
に

は
、
昼
の
時
間
帯
の
ほ
う
が

良
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
意

見
等
を
踏
ま
え
て
今
後
、
検

討
し
て
い
く
。

7
やまなし 議会だよりしょうわ No.180

平成31年1月27日発行



第
4

回
定
例
会（
12

月
）委
員
会
質
疑

産
業
土
木
常
任
委
員
会

町
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て

台
風
の
影
響
に
つ
い
て

中
巨
摩
東
部

農
協
昭
和
支
店
付
近
の

電
柱
移
設
に
つ
い
て

依
田
議
員

　町
道
７
４
４

号
線
に
つ
い
て
、
甲
斐
市
と
の

境
が
道
路
の
中
心
で
交
差

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、ど
こ
ま

で
町
道
認
定
す
る
の
か
。

建
設
課
長

　７
４
４
号
線
の

町
道
認
定
に
つ
い
て
は
、距
離

１
０
６
・
88
ｍ
と
な
っ
て
お
り
、

終
点
は
築
地
新
居
８
０
６
番

の
２
地
先
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

中
澤
議
員

　台
風
に
よ
り
ハ

ウ
ス
の
倒
壊
等
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
補
助

金
を
出
す
と
の
こ
と
だ
が
、

各
農
家
が
加
入
し
て
い
る
園

芸
施
設
共
済
の
共
済
金
も

農
家
に
支
払
わ
れ
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長

　園
芸
施

設
共
済
の
支
払
い
を
受
け
た

農
家
に
も
、
共
済
金
の
金
額

と
調
整
し
て
補
助
金
を
出

す
予
定
。

鷹
野
議
員

　中
巨
摩
東
部

農
協
昭
和
支
店
付
近
の
電

柱
３
本
の
移
設
に
つ
い
て
の
補

正
予
算
費
用
の
内
訳
は
ど
う

な
っ
た
の
か
。

建
設
課
長

　予
算
で
は
４
５

０
万
円
を
試
算
し
た
が
、１

本
は
費
用
が
掛
か
ら
な
く
な

り
、
そ
の
他
の
２
本
も
減
額

対
応
と
な
っ
た
の
で
実
際
か

か
る
費
用
は
２
５
０
万
円
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　補
正
予
算
に
つ
い
て
総
務

常
任
委
員
会
に
係
る
課
の

補
正
予
算
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。
総
務
課
長
か
ら
は

退
職
者
等
に
関
わ
る
人
件

費
の
減
額
補
正
、
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム

改
修
の
減
額
補
正
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

　企
画
財
政
課
長
か
ら
は
、

甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
負
担
金
の
確
定
に
よ

る
増
額
補
正
等
の
説
明
が

あ
っ
た
。

総
務
常
任
委
員
会

123
　456
　　7890
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一般質問の内容は議会事務局及び2月末更新のHP会議録からも閲覧できます。般質問の内容は議会事務局及び2月末更新の

施策を問う施策を問う施策を問う
ここが
聞きたい

QA
　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、
英

語
教
育
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す

増
し
て
い
る
。

　
昭
和
町
で
も
平
成
27

年
度
か

ら
３
年
間
、「
英
語
教
育
強
化
地

域
拠
点
事
業
」
を
実
施
し
、
英
語

教
育
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
。

　
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
今

後
の
昭
和
町
の
英
語
教
育
の
中

教
員
や
専
門
家
を
講
師
に
招
き
、

実
際
の
授
業
で
使
え
る
技
術
や

指
導
法
を
学
ぶ
こ
と
を
4
年
間

実
施
し
て
き
て
い
る
。

　ま
た
各
学
校
で
は
研
究
指
定

校
と
し
て
校
内
研
究
会
を
放
課

後
の
時
間
を
使
っ
て
毎
月
２
回
程

度
行
い
そ
の
中
で
、研
究
を
行
っ
た

り
、
英
語
に
関
す
る
教
育
課
程
の

作
成
な
ど
も
行
っ
て
き
て
お
り
、

他
地
域
と
比
較
す
る
と
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
今
後
も
努
力
を
続
け

て
い
く
。

外
国
の
学
校
と
の
交
流
や
、
町
内

の
A
L
T
な
ど
に
協
力
を
い
た
だ

き
、ひ
と
つ
の
学
校
に
集
中
的
に

派
遣
し
て
英
語
に
慣
れ
親
し
む

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
」の
開
催
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　先
進
的
な
教
材
の
導
入
に
つ
い

て
は
「
ス
カ
イ
プ
」
が
利
用
で
き
る

環
境
整
備
を
行
う
こ
と
や
、タ
ブ

レ
ッ
ト
へ
の
英
語
教
材
の
イ
ン
ス

ト
ー
ル
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　先
進
的
な
機
器
の
導
入
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
小
学
校

の
教
職
員
の
研
修
等
に
ど
の
よ

う
な
時
間
を
確
保
し
、
何
回
ぐ

ら
い
実
施
し
た
か
。

　
ま
た
、
特
に
課
題
と
さ
れ
て
い

る
教
員
の
英
語
力
向
上
、
研
修

や
打
ち
合
わ
せ
時
間
の
確
保
、

指
導
内
容
や
方
法
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
解
決
し
た
の
か
。

　英
語
教
育
の
授
業
の
中
心
と

な
る
教
職
員
に
対
し
、
町
が
主
催

す
る
研
究
会
を
開
催
し
全
員
が

参
加
す
る
よ
う
に
し
て
き
た
。

　そ
の
際
に
は
、
他
県
の
小
学
校

で
英
語
の
授
業
を
し
て
い
る
現
職

で
特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
A

I

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
先

進
的
な
教
材
の
導
入
は
考
て
い

る
の
か
。 

　文
部
科
学
省
の
指
定
に
よ
る

「
外
国
語
教
育
強
化
拠
点
事
業
」

の
取
り
組
み
は
昨
年
度
ま
で
だ
っ

た
が
、
各
学
校
で
引
き
続
き
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
は
抵
抗
な
く
英

語
の
学
習
に
取
り
組
め
て
い
て
、

小
学
校
の
教
職
員
も
指
導
法
や

技
術
の
習
得
に
も
力
を
注
い
だ
こ

と
で
、
英
語
を
教
え
る
こ
と
に
抵

抗
感
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
成
果

を
得
て
い
る
。

　来
年
度
か
ら
は
子
ど
も
た
ち

が
実
際
に
英
語
を
話
す
機
会
を

増
や
す
活
動
を
多
く
盛
り
込
ん

で
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

英
語
教
育
の

今
後
の
取
り
組
み
は

来
年
度
か
ら
英
語
を
話
す
活
動
を

多
く
盛
り
込
ん
で
い
く

石
原
（
高
）

教
育
長

教
育
長

再
質
問

石原　高明 議員

い し は ら た か あ き

一
般
質
問

一
般
質
問
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来
年
度
か
ら
事
業
が
進
め
ら

れ
る
「
昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
」

に
つ
い
て
、
そ
の
沿
線
に
計
画
し

て
い
る
「
（

仮
称
）
生
涯
学
習

館
」
の
外
部
環
境
と
セ
ッ
ト
で
考

え
、
新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
し
て

い
く
た
め
に
、
例
え
ば
街
路
樹
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
よ
る
新
た
な

風
景
を
楽
し
め
る
空
間
づ
く
り

な
ど
、
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
が
可
能

な
設
え
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　「
昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
」
の

整
備
で
は
、
車
道
と
歩
道
は
段
差

を
つ
け
ず
、
自
転
車
通
行
空
間
を

設
け
る
な
ど
、
先
進
技
術
を
使
っ

　
都
市
化
や
建
物
の
気
密
性
の

向
上
に
よ
り
、
防
災
行
政
無
線

の
情
報
が
得
に
く
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
中
、
情
報
伝
達
方
法

を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
戸
別
受
信
機
の
設
置
へ
の
行

政
の
補
助
を
提
案
す
る
。

　本
町
で
は
各
地
区
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
防
災
行
政
無
線
の
難

聴
区
域
に
は
放
送
塔
ス
ピ
ー
カ
ー

の
増
設
等
を
行
い
解
消
対
策
に

努
め
て
い
る
。

　基
本
的
に
集
団
的
に
情
報
伝

達
が
で
き
る
方
法
を
と
考
え
て
い

る
の
で
、
現
時
点
で
は
戸
別
受
信

機
は
考
え
て
い
な
い
。

レ
ッ
ト
等
の
作
成
や
啓
発
活
動
を

行
う
こ
と
、
ま
た
必
要
に
応
じ
て

安
全
で
適
正
な
利
用
促
進
に
関

す
る
条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
中
学
校
へ
の
加
入
状
況
調
査

は
い
つ
ご
ろ
ま
で
に
行
う
考
え

か
。

　
ま
た
も
し
自
転
車
通
学
中
に

事
故
等
が
起
き
た
場
合
、
保
険

加
入
し
て
い
な
い
生
徒
に
対
し

て
行
政
と
し
て
対
応
は
で
き
る

の
か
。

　中
学
校
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

毎
年
２
月
に
自
転
車
通
学
許
可

承
認
書
を
出
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
学
校
と

相
談
し
て
加
入
状
況
調
査
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
通
学
途
中
に
つ
い
て
は

学
校
管
理
下
に
あ
る
の
で
、
通
学

途
中
の
生
徒
の
保
険
は
学
校
の

責
任
に
お
い
て
加
入
し
て
い
る

が
、
第
三
者
へ
の
保
障
に
つ
い
て
は

個
人
対
応
と
な
る
の
で
、
今
後
、

保
険
加
入
の
促
進
を
し
て
い
く
。

た
道
路
構
造
な
ど
も
検
討
し
て

い
る
。

　ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
は
経
費
増
と

維
持
管
理
に
お
け
る
課
題
が
多

く
あ
る
が
、
樹
木
の
選
定
や
新
た

な
風
景
を
楽
し
め
る
空
間
づ
く

り
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た

い
。

　
押
原
中
学
校
で
は
２
３
３
人

の
生
徒
が
自
転
車
通
学
を
し
て

い
る
。
も
し
事
故
を
起
こ
し
、
第

三
者
に
ケ
ガ
な
ど
を
負
わ
せ
て

し
ま
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
、
自

転
車
賠
償
保
険
加
入
促
進
、
ま

た
加
入
に
あ
た
り
行
政
補
助
を

行
う
こ
と
を
提
案
す
る
。

　中
学
校
に
依
頼
し
自
転
車
を

利
用
し
て
い
る
生
徒
の
「
個
人
賠

償
責
任
保
険
」
の
加
入
状
況
を

確
認
す
る
な
ど
の
調
査
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　ま
た
、
各
自
の
保
険
加
入
の
必

要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
パ
ン
フ

Q

自
転
車
の
賠
償
保
険

加
入
の
促
進
を

A

加
入
の
必
要
性
を

理
解
し
て
も
ら
う

啓
発
活
動
を
行
う

依
田

依
田

町
長
職
務
代
理
者

学
校
教
育
課
長

町
長
職
務
代
理
者

教
育
長

Q

A

「昭和玉穂中央通り線」の沿線で
新たな賑わいの創出を

新たな風景を楽しめる
空間づくりを検討していく

再
質
問

依田　茂巳 議員

よ だ し げ み

Q

防
災
行
政
無
線
の

戸
別
受
信
機
の
導
入
を

A

現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い

依
田

一
般
質
問

一
般
質
問
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要
か
を
十
分
に
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。　山

梨
労
働
局
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
と
連
携
し
、
障
が
い
者
雇
用
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　
特
別
支
援
学
校
等
の
卒
業
を

控
え
た
生
徒
に
対
す
る
雇
用
の

た
め
の
研
修
な
ど
が
以
前
は
行

わ
れ
て
い
た
と
思
う
が
、
最
近
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

　過
去
に
は
福
祉
課
や
町
立
図

書
館
な
ど
で
職
場
体
験
の
受
け

入
れ
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　今
後
も
希
望
が
あ
れ
ば
協
力

し
て
い
き
た
い
。

再
質
問

Q

通
学
路
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

A

設
置
場
所
の

選
定
が
難
し
い
が
、

検
討
し
て
い
き
た
い

河
田

Q

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
を

A

町
政
の
新
体
制

移
行
後
に

検
討
し
て
い
き
た
い

河
田

Q

A

　障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

平
成
30

年
４
月
か
ら
引
き
上
げ

ら
れ
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
は

２
・
５
％
に
な
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
町
で
は
ど
の
よ
う
な

協
議
が
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
障
が
い
者
の
雇
用
問
題
に
つ

い
て
の
町
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
方
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　現
在
の
障
が
い
者
の
雇
用
率
は

１
・
４
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
障

が
い
の
内
容
や
程
度
に
応
じ
て
仕

事
の
内
容
や
勤
務
時
間
、
職
場
環

境
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必

　
利
用
者
の
多
い
釜
無
工
業
団

地
内
の
公
園
な
ど
へ
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
も
今
後
検
討
し
て

は
。　公

園
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備

拡
大
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
交
通

事
故
発
生
時
の
原
因
特
定
だ
け

で
な
く
、
動
く
防
犯
カ
メ
ラ
と
し

て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

強
化
す
る
た
め
、
公
用
車
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
を

早
急
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
関
す

る
現
状
を
踏
ま
え
た
中
で
、
新
規

事
業
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
、
公
共

施
設
や
公
園
、
通
学
路
な
ど
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
対
策
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　町
内
に
は
現
在
、
役
場
庁
舎

を
は
じ
め
図
書
館
、
総
合
体
育
館

や
各
児
童
館
、
各
小
中
学
校
、
公

園
で
は
押
原
公
園
、
常
永
ゆ
め
広

場
、
彩
の
広
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
国
母
駅
に
は
既
に
設
置

さ
れ
て
い
て
、
常
永
駅
へ
の
設
置

も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
は
設
置
場
所
の
選
定
が
難
し

く
、
す
べ
て
の
通
学
路
へ
の
設
置
は

莫
大
な
費
用
が
必
要
に
な
る
と

予
想
さ
れ
る
。
今
後
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

障がい者雇用の取り組みは

山梨労働局等と
連携して進めていきたい

河
田

町
長
職
務
代
理
者

総
務
課
長

町
長
職
務
代
理
者

町
長
職
務
代
理
者

町
長
職
務
代
理
者

再
質
問

河田　あけみ 議員

か わ だ あ け み

一
般
質
問

一
般
質
問
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市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る

地
区
計
画
は
、
町
の
都
市
的
土

地
利
用
の
課
題
を
解
決
し
、
将

来
像
を
実
現
す
る
た
め
の
整

備
、
開
発
、
保
全
の
考
え
方
を

明
確
に
す
る
た
め
に
も
重
要
で

あ
る
。　

本
町
で
は
３
月
に
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

そ
の
中
に
も
「
地
区
計
画
等
を

活
用
し
た
計
画
的
な
土
地
利

用
の
誘
導
」
等
の
地
区
計
画
の

言
葉
が
多
く
列
挙
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
町
が
独
自
に
進
め

る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

　
山
梨
県
に
「
市
街
化
調
整
区

域
等
に
お
け
る
地
区
計
画
活

現
で
き
る
よ
う
に
訴
え
て
い
き
た

い
と
思
う
。

　な
お
本
町
の
「
地
区
計
画
の
基

本
的
な
方
針
」
の
作
成
に
あ
た
っ

て
は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
あ
る
地
域
の
課
題
を
精
査
し
、

地
区
計
画
を
適
用
す
る
区
域
設

定
や
土
地
利
用
を
類
型
化
し
た

設
定
を
行
い
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
わ
か
り
や
す
く
表
現
し

て
取
り
組
み
た
い
。

用
指
針
」
の
作
成
を
促
し
、
こ

れ
に
準
じ
た
昭
和
町
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し

な
が
ら
、
市
街
化
調
整
区
域
の

課
題
を
今
一
度
洗
い
出
し
、
具

現
化
で
き
る
「
昭
和
町
版
市
街

化
調
整
区
域
に
お
け
る
地
区

計
画
の
基
本
的
な
方
針
」
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　地
区
計
画
を
町
村
が
定
め
る

場
合
は
、
住
民
や
地
権
者
等
の
合

意
形
成
を
行
い
、
県
知
事
に
協
議

し
同
意
を
得
る
こ
と
が
都
市
計

画
の
決
定
の
要
件
に
な
っ
て
い
る
。

　山
梨
県
に
は
現
時
点
で
判
断

指
針
と
な
る
も
の
が
な
く
、
県
で

は
平
成
31

年
度
に
「
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
地
区
計
画
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
す
る
予

定
と
の
こ
と
だ
。

　本
町
で
は
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
た
昭
和
町
の
「
地
区
計
画

の
基
本
的
な
方
針
」
を
作
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
市
町
村
の
意
見
や
要

望
を
述
べ
る
機
会
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、「
昭
和
町
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
内
容
が
実

鷹
野

町
長
職
務
代
理
者

Q

A

市街化調整区域における
地区計画の基本的方針の作成を

県が作成予定のガイドラインに沿って
町の基本的方針を作りたい

鷹野　一雄 議員

た か の か ず お

一
般
質
問

一
般
質
問
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再
質
問

再
質
問

河住　保茂 議員

か わ す み や す し げ

Q

A

　
本
町
職
員
の
年
次
有
給
休
暇

の
昨
年
の
取
得
状
況
は
、
正
規

職
員
が
平
均
10

日
、
臨
時
職
員

が
平
均
12
・
５
日
と
な
っ
て
い
る

が
、
職
員
に
対
し
て
休
暇
の
計

画
的
取
得
お
よ
び
超
過
勤
務
の

適
正
化
に
つ
い
て
ど
う
指
導
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　年
次
有
給
休
暇
は
職
員
の
健

康
状
態
等
も
考
慮
し
、
取
得
し
や

す
い
状
況
と
な
る
よ
う
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　ま
た
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て

は
、
臨
時
的
な
業
務
や
一
定
期
間

に
処
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
業

　な
お
、
保
健
師
等
の
専
門
職
お

よ
び
臨
時
・
嘱
託
職
員
は
ひ
ろ
く

人
材
を
確
保
す
る
た
め
住
所
要

件
は
設
け
て
い
な
い
。

　ま
た
町
内
に
家
を
建
て
た
職

員
に
対
す
る
居
住
手
当
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

　
現
在
、
臨
時
職
員
の
半
数
は

町
外
に
住
ん
で
い
る
状
況
だ
が
、

町
内
居
住
者
だ
け
で
臨
時
職
員

を
集
め
ら
れ
な
い
理
由
は
何

か
。　町

は
必
要
に
応
じ
て
募
集
を

か
け
る
が
、
な
か
な
か
町
内
者
の

応
募
が
少
な
く
、
や
む
を
得
ず

町
外
者
の
採
用
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
町
の
職
員
で
あ
り
な
が
ら

町
内
に
居
住
し
て
い
な
い
正
規

職
員
が
24

人
、
臨
時
職
員
で
47

人
い
る
よ
う
だ
。

　
町
民
税
や
消
費
な
ど
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思

う
。
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
職
員
の
召
集
の
遅
れ
な

ど
業
務
に
支
障
が
で
る
恐
れ
も

あ
る
。　

町
内
居
住
を
義
務
付
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
町
で
は
何
ら

か
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
町
内
に
家
を
建
て
た
職
員
へ

の
居
住
手
当
の
支
給
な
ど
の
制

度
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る

か
。　職

員
は
災
害
発
生
時
に
は
迅

速
に
参
集
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
事
務
職
の
職
員
採
用
募
集
に

つ
い
て
は
「
昭
和
町
在
住
者
ま
た

は
採
用
後
昭
和
町
に
在
住
で
き

る
者
」
と
い
う
資
格
要
件
を
定
め

て
い
る
。

務
、
休
日
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
状

況
に
応
じ
て
必
要
と
認
め
ら
れ

る
も
の
に
限
り
所
属
長
が
命
令

し
て
い
る
。

　町
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
な
く
時
間
外
勤
務
を
削

減
す
る
た
め
に
、
事
務
の
効
率

化
、
職
員
の
人
材
育
成
な
ど
に
重

点
的
に
取
り
組
み
、
適
正
な
人
員

配
置
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
一
週
間
に
一
回
程
度
、
残
業
ゼ
ロ

の
日
を
設
け
ら
れ
な
い
か
。

　
上
司
や
管
理
職
が
先
導
し
て

有
給
休
暇
を
と
る
な
ど
の
取
り

組
み
は
で
き
な
い
か
。

　上
司
、
管
理
職
等
の
有
給
休

暇
の
取
得
は
、
業
務
等
に
支
障
が

な
い
場
合
は
積
極
的
に
取
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　時
間
外
勤
務
の
な
い
曜
日
の

設
定
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て

課
長
等
に
通
達
す
る
中
で
実
施

し
て
い
き
た
い
。

役場職員の
年次有給休暇取得の適正化を

取得しやすいように
前向きに取り組んでいる

河
住

町
長
職
務
代
理
者

町
長
職
務
代
理
者

総
務
課
長

総
務
課
長

Q

役
場
職
員
の

町
内
居
住
の
対
策
を

A

町
内
在
住
の

資
格
要
件
を
定
め
て
い
る

河
住

一
般
質
問

一
般
質
問
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A

　
当
局
へ
要
望
す
る
。

A
（
町
）

　
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ

ト
の
清
掃
に
つ
い
て
は
委

託
業
者
へ
伝
え
る
。

　
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
つ
い

て
は
早
急
に
調
査
を
し
て
、

静
音
に
な
る
よ
う
に
補
修

す
る
。

Q

　
議
会
で
は
山
梨
学
院

大
学
と
の
研
修
会
を
し
て

い
る
の
で
、
区
長
会
も
参
加

し
て
は
。

A

　
今
年
度
は
日
程
が
合

わ
な
か
っ
た
が
、
来
年
度
検

討
す
る
。

Q

　
常
永
小
学
校
の
屋
外

ト
イ
レ
に
は
洋
式
が
な
い
。

　
運
動
会
の
時
な
ど
高
齢

者
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る

の
で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

A

　
和
式
・
洋
式
の
両
方

に
対
応
で
き
る
よ
う
要
望

す
る
。

A
（
町
）

　
各
学
校
に
要
望

を
聞
く
中
で
、
必
要
が
あ

れ
ば
検
討
す
る
。

Q

　
常
永
駅
の
フ
ラ
ワ
ー

ポ
ッ
ト
が
汚
れ
て
お
り
、
グ

レ
ー
チ
ン
グ
は
車
が
走
行

す
る
た
び
に
騒
音
が
す
る

の
で
、
早
急
に
改
善
し
て
ほ

し
い
。

地区住
民と議員との対話集会

井戸端会議井戸端会議井戸端会議

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

●
出
席
者

　
区
民

　
30
名

●
参
加
議
員

○
総
務
常
任
委
員
会

　
金
丸

　
富
一

　
石
原

　
高
明

　
河
田

　
あ
け
み

　
田
中

　
博
愛

　
堀

　
　
門
太

○
地
元
議
員

　
塚
原

　
將
司 

議
長

10
月
19
日 

区
公
会
堂

おもな

意
見
・
要
望
と

議
会
の
対
応

上
河
東
区 

（
第
５
回
）

地
区
へ
行
き
、
町
と
し
て
の

地
震
や
洪
水
に
関
す
る
考

え
方
を
説
明
す
る
こ
と
が

可
能
な
の
で
要
望
し
て
ほ

し
い
。

Q

　
子
育
て
支
援
拠
点
セ

ン
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
施

設
に
な
る
予
定
か
。
担
当

課
は
。

A

　
担
当
課
は
福
祉
課
。

　
詳
細
は
当
局
へ
確
認
す

る
。

A
（
町
）

　
子
育
て
支
援
拠

点
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

子
育
て
世
代
が
気
軽
に
遊

べ
、
相
談
で
き
る
施
設
を
整

備
し
、
総
合
的
な
子
育
て

支
援
に
努
め
る
。

Q

　
大
雨
の
時
な
ど
洪
水

に
関
す
る
避
難
情
報
は
ど

の
河
川
を
基
準
に
判
断
す

る
の
か
。

A

　
当
局
へ
詳
細
を
確
認

す
る
。

A
（
町
）

　
大
雨
の
際
、
洪

水
に
関
す
る
避
難
情
報
に

つ
い
て
は
釜
無
川
と
荒
川

の
水
位
を
基
準
に
判
断
し

て
い
る
。

Q

　
防
災
訓
練
の
時
に
職

員
に
来
て
も
ら
っ
て
、
防
災

体
制
に
つ
い
て
説
明
し
て

も
ら
い
た
い
。

A
（
町
）

　
要
望
が
あ
れ
ば

●
出
席
者

　
区
民

　
30
名

●
参
加
議
員

○
産
業
土
木
常
任
委
員
会

　
薬
袋

　
義
久

　
依
田

　
茂
巳

　
三
井

　
　
猛

　
遠
藤

　
辰
男

　
鷹
野

　
一
雄

　
塚
原

　
將
司  

議
長

○
地
元
議
員

　
河
住

　
保
茂

11
月
16
日 

区
集
会
所

おもな

意
見
・
要
望
と

議
会
の
対
応

上
河
東
二
区 

（
第
６
回
）
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館
司
書
が
中
心
に
な
っ
て
、

推
薦
本
等
を
中
心
に
選
定

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
町
民
の
要
望
が
あ
る
場

合
は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

確
認
し
て
い
る
。

Q

　
生
涯
学
習
館
に
つ
い

て
、
も
っ
と
町
民
か
ら
い
ろ

ん
な
意
見
を
聞
く
機
会
を

設
け
て
ほ
し
い
。

A

　
現
在
、
建
設
検
討
委

員
会
を
中
心
に
総
合
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
方
向
が
決

ま
っ
た
後
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
等
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。

Q

　
町
内
で
30

キ
ロ
規
制

の
道
路
標
識
が
見
え
に
く

い
場
所
が
あ
る
。
対
応
を
。

A

　
議
会
と
し
て
も
要
望

を
あ
げ
る
が
、
区
の
土
木

委
員
か
ら
も
要
望
を
あ
げ

て
ほ
し
い
。

A
（
町
）

　
把
握
し
て
い
る

道
路
標
識
が
見
え
に
く
い

部
分
に
つ
い
て
は
、
民
地
の

樹
木
が
影
に
な
り
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
の
で
剪

定
を
促
す
。

Q

　
図
書
館
の
新
書
籍
の

購
入
方
法
に
つ
い
て
、
ど

ん
な
基
準
で
購
入
し
て
い

る
の
か
。

A

　
図
書
館
運
営
委
員
の

意
見
を
聞
く
中
で
、
図
書

●
出
席
者

　
区
民

　
21
名

●
参
加
議
員

○
総
務
常
任
委
員
会

　
金
丸

　
富
一

　
石
原

　
高
明

　
河
田

　
あ
け
み

　
田
中

　
博
愛

　
堀

　
　
門
太

　
塚
原

　
將
司  

議
長

11
月
17
日 
区
公
会
堂

おもな

意
見
・
要
望
と

議
会
の
対
応

押
越
区 
（
第
７
回
）

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q

　
ト
ラ
イ
ア
ル
の
前
に

水
路
が
二
つ
あ
る
が
、
二
つ

も
い
ら
な
い
の
で
は
。

　
ま
た
、
片
方
の
水
路
に
は

蓋
が
な
く
ゴ
ミ
が
散
乱
し

て
い
る
。
改
善
を
。

A

　
現
地
調
査
を
行
い
、

大
変
汚
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
の
で
、
議
会
か
ら

も
要
望
す
る
。

A
（
町
）

　
蓋
が
し
て
い
な

い
水
路
に
平
成
31

年
度
中

に
鉄
蓋
を
設
置
し
て
ふ
さ

ぐ
工
事
を
す
る
予
定
。

Q

　
カ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ヤ
タ
ベ
の
前
の
県
道
昭
和

バ
イ
パ
ス
線
に
あ
る
横
断

歩
道
の
ポ
ー
ル
を
も
う
少

し
端
に
寄
せ
ら
れ
な
い
か
。

　
ま
た
、
信
号
機
周
り
の

縁
石
を
取
り
外
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

A

　
現
地
調
査
を
行
い
、

町
当
局
へ
改
善
を
申
し
入

れ
た
。

A
（
町
）

　
ポ
ー
ル
の
位
置

に
つ
い
て
は
、
学
校
関
係

者
、
お
よ
び
区
、
立
会
い
の

下
に
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

　
縁
石
の
問
題
も
含
め
、

県
を
交
え
て
再
度
協
議
の

●
出
席
者

　
区
民

　
20
名

●
参
加
議
員

○
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
石
原

　
一
好

　
林

　
　
和
仁

　

　
樋
口

　
敏
夫

　
河
住

　
保
茂

　
中
澤

　
康
夫

　
塚
原

　
將
司  

議
長

○
地
元
議
員

　
依
田

　
茂
巳

11
月
18
日 

区
公
会
堂

おもな

意
見
・
要
望
と

議
会
の
対
応

西
条
二
区 

（
第
８
回
）

平成30年度開催の井戸端会議を皆様のご協力により、

予定通り行うことができました。

今後も町民の皆様に寄り添いながら、

ご意見・ご要望について、共に考え、

行動していける議会を目指し、努力して参ります。

来年度も開催を予定していますので、

よろしくお願いいたします。

西条一区、清水新居区、河西区、河東中島区の

井戸端会議については次号181号に掲載します。
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◎議会モニター

広報紙の最終ページ「議会を傍聴してみませ

んか」が小さいので、大きくしたらどうか。

◎議会

紙面の割り当てが少ないことは承知してい

る。今後、大きくするか、記事の内容を見直す

か、議会がいつ開催されているかを含め編集

委員で検討したい。

平成30年11月22日（木）議会モニターさんとの意見交換会を開催し、

モニターさんから様々な意見をいただきました。

いただいた意見を参考に今後も開かれた議会として、改革に取り組んでいきます。

■前川　　明 さん

■武井　啓吉 さん

■石原　政信 さん

■五味　　巧 さん

■雨宮　昌男 さん　　

■輿石　吾郎 さん　　

議会モニター

◎議会モニター

今まで、押原小学校しか議会を傍聴していな

い。なぜか。

◎議会

学校の希望により受け入れをしている。今回

も日程を変更して、押原小の日程希望に応じ

た。役場からの距離の問題もあるが学校にも

要望してほしい。

◎議会モニター

常任委員会に議員全員が出席しているが、決

を採る前に、傍聴議員の意見を聞いてもいい

のでは。後からいい意見が出る場合もあるの

では。

◎議会

以前はご指摘のようにしていたが、数年前から

現在の形に変えているが、今後、検討したい。

◎議会モニター

179号（最新号）の表紙は「マス釣り大会」とい

うよりも「マスつかみ大会」であるように捉え

られる。2ページの写真、鎌田川の柵の写真が

あるが、柵の設置の要望なのに柵のある写真

はどうか。違和感があり誤解を招く可能性が

ある。

P7の年金の差し押さえの記事があるが、その

後の追跡調査はされているかお聞きしたい。

年金生活者は生活が大変な気がするが。

◎議会

表紙の写真は提供を受けているが、今回は、ご

指摘のとおりだと思う。

P2の写真は総務常任委員会で撮影したが、個

人の住宅等プライバシーの問題もあり撮影が

難しいが、今後気を付けたい。差し押さえは全

額ではなく、生活に支障がない範囲で行って

いると聞いている。

さん
との

議会モニター

意見交換会！！

西条二区

紙漉阿原区

西条二区

河西区

河東中島区

築地新居区
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議会改革について他内容

●昭和町●

A議会報告も兼ねて井戸端会議

を、区長会と共同で開催して

いる。その為、区の現状を把握

している方々が出席してくれ

ているため、意見も多くいただ

けている。

●議長会●

Q議会報告会等の取り組みにつ

いて人員確保に工夫している

点はあるか。意見をもらいたく

ても参加者が全くいない状況

がある。

議会報告会について11/20

議会改革について他内容

●昭和町●

A議会広報等の紙面を工夫し、

議会というものはどういうも

のかPRしている。その他、各

団体と連携し、行事などの周知

をしている。

●東伊豆町●

Q開かれた議会として、議会広報

の活用やHPを活用するなど、

住民参加を促す工夫は何かし

ているか。

住民参加について12/14

意見交換及び施設見学他内容

●昭和町●

A釜無・国母両工業団地の法人

税もあるが、宅地化による固定

資産税も多い。

●御前崎市●

Q昭和町は税収が予算の大半を

担っているが、税収面の主な財

源は何か。

主な財源について11/16

議会だよりの

編集について他
内容

●昭和町●

A広報編集委員会をマニュアル

に沿って進めるなど、マニュア

ルに接するようにすべき。

●勝浦市●

Q広報編集マニュアルが有言無

実化しないようにするにはど

うしたら良いか。

広報編集マニュアルについて11/8

議会の防災体制について、

議会活性化ついて他
内容

●昭和町●

A昭和町は地下水が豊富で、地

盤が柔らかく、大型河川に隣接

しているので、降雨による災害

に警戒をし、体制を整えている。

●中能登町●

Qハザードマップの活用等、様々

な災害を想定していると思う

が、昭和町が一番警戒してい

る災害は何か。

災害対策について

※質疑応答は一部を抜粋

10/31

ようこそ昭和町へ ―議会視察受入―

Q

Q

Qハザードマップの活用等、様々

な災害を想定していると思う

が、昭和町が一番警戒してい

こそそそ昭昭和和和

静岡県御前崎
市議会表敬訪問

沖縄県中部地区
町村議会議長会

石川県
中能登町議会

静岡県
東伊豆町議会

千葉県
勝浦市議会
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　押原公園サポーターの会として、人のつながり

やふれあいを第一に10年間、毎日清掃活動をして

きたことで、「第27回みどりの愛護功労者表彰」を

国土交通大臣からいただくことができました。

　しかし、現在昭和町には環境美化に関するボラ

ンティア団体が私どもしかいない状況です。もっと

町が一丸となって、ごみ問題に対する教育等を実

施し、モラルの向上をはかり、町民一人ひとりが、

町を綺麗にしていくという意識を持ってくれれば良

いと思います。

第
12
回議員記者が行く議員記者が行く議員記者が行く
議員記者が行く！のテーマは「町を守る」。今回は押原公園サポーターの会の畑野会長に取材しました。

Q 押原公園サポーターの会とは

どんな組織ですか？

A 　押原公園サポーターの会は、押原公園の自然と環境

を守るためのボランティア活動を行うことにより、会員

約50人と利用者が共にふれあい・協力して、安らぎとゆ

とりのある公園づくりを推進することを目的として発足

した組織です。

Q 主な活動は？

A 公園の美化活動として、朝・夕

方の公園散歩の折にゴミ拾い

など。日常生活の中で出来る

清掃活動をしています。

会長から町のみなさんへ

Q 活動で心がけていることは？

A 　公園を大切にしたい。という共通の思いで清掃活動

と公園パトロールを行っています。一部の心無い方の

行為が後を絶たない状況もあり、地域の公園としてよ

り多くの目で見守るという気持ちを持って活動を続け

ています。

やまなし 議会だよりしょうわ No.180
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来年度から始まる生涯学習館の建

設、今か今かと心待ちにしています。

進展具合を広報などで逐次報告して

欲しいと思います。

メールにて（59歳・女性）

「聞く→見る→動く！」や「井戸端会

議」を読んで、住民意見にきちんと対

応されている事がよく分かりました。議

会を身近に感じられる内容でよかった

です。

メールにて（48歳・女性）

それぞれの担当議員さんが頑張って

いる様子がうかがえます。これからも

町民高齢者の為に働いてくださること

を願っています。子育てもいろんな面

で支援してくださいますように!!

ハガキにて（女性）

空欄に当てはまる言葉を入れてください。

【応募方法】

①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）

④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想

を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り

ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし

たら、お受けいたします。

【あて先】

●〒409-3880 昭和町押越542-2

　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛

●FAX:055-275-0370

●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》 2月末日 消印有効

正解者の中から抽選で5名の方に

図書カードをお送りいたします。

こんなご意見をいただきました！ごご
No.179に対する

180号
（この号）を

読んでください

ヒント

特集 ○○○○○○○○○から

昭和町議会への政策提案発表会

Q

1

P5　議会傍聴に来たのは○○小学校！
Q

2

井戸端会議　今回掲載の井戸端会議は○箇所！
Q

3
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青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む

皆様にご意見・ご感想を伺いました。

住んでみて

昭和町に
Vol.43

　
昭
和
町
に
住
ん
で
、
早
二
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
私

は
生
ま
れ
も
育
ち
も
甲
府
で
す
が
、
私
の
両
親
は
当

時
、
既
に
先
見
の
明
が
あ
っ
て
こ
の
地
へ
の
移
住
を
勧

め
、
私
達
は
此
処
に
居
を
構
え
た
の
で
す
。

　
当
時
は
区
画
整
理
や
道
路
の
整
備
が
進
み
、
翌
年

に
は
大
型
ス
ー
パ
ー
が
開
店
し
、
住
宅
も
次
々
と
増
え

急
速
に
、
賑
や
か
な
町
並
に
変
遷
し
て
き
た
姿
を
正
に

目
の
当
た
り
に
し
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
音
楽
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
達
と
知
り

合
え
た
事
は
、
距
離
が
近
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　
起
伏
の
無
い
地
形
は
生
活
し
易
く
、
勇
壮
な
富
士

山
を
仰
ぎ
、
誰
も
が
行
政
に
参
加
出
来
る
場
や
老
若

男
女
が
参
加
出
来
る
場
も
、
多
種
多
様
提
供
さ
れ
て

い
る
事
は
、
行
動
範
囲
や
視
野
が
広
が
り
ま
す
。

　
長
い
歴
史
と
先
人
達
が
培
い
、
築
き
上
げ
て
来
た
昭

和
町
。　

今
後
も
人
々
の
声
を
反
映
し
つ
つ
、
更
な
る
発
展
を

願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

昭
和
町
に
住
ん
で
み
て

西
条
一
区

さ  

と
う

　
　

 

ひ
ろ  

こ

さ
ん

佐
藤

　
弘
子

　
自
営
業
の
私
は
町
外
の
お
客
様
と
の
会
話
で
、
原
さ

ん
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
昭
和
町
で
す
と
答
え
る
と
、
必
ず
「
良
い
ね
昭
和

町
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
長
年
住
ん
で
い
る
と
、
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
か

ら
か
、
何
が
良
い
の
か
あ
ま
り
わ
か
ら
な
い
で
い
ま
し

た
。
お
客
様
よ
り
昭
和
町
の
良
さ
を
、
他
の
市
区
町

村
に
比
べ
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
の
多
さ
を
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。

　
保
護
者
会
長
や
消
防
団
活
動
な
ど
を
通
じ
色
々
な

輪
が
で
き
、
そ
の
中
で
子
育
て
も
で
き
、
大
変
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
育
て
を
す
る
な
ら
昭
和
、
老
後

も
昭
和
、
住
む
な
ら
昭
和
、
も
ち
ろ
ん
何
で
も
昭
和
と

言
わ
れ
る
よ
う
な
昭
和
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
今
年
は
平
成
の
元
号
も
変
わ
り
ま
す
。
何
に
な
る

か
楽
し
み
で
す
。
昭
和
町
も
良
い
も
の
を
残
し
、
変
え

る
と
こ
ろ
は
変
え
、
さ
ら
に
明
る
く
楽
し
く
住
み
た
い

町
ナ
ン
バ
ー
1
に
な
る
よ
う
、
私
も
微
力
な
が
ら
、
力
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
町
に
住
ん
で
み
て

上
河
東
二
区

は
ら

た
け

　
し

さ
ん

原

　
　
武
史

☎275-8842（議会事務局）

【お問い合わせ】

議会を

　 傍聴
あけましておめでとうございます。

　今年は大きく町政等が動く中、当議会は地域に

しっかりと目を向け、今年も井戸端会議をはじめ、

研修会や議員防災訓練等を行い、更なる議会のレ

ベルアップを目指します。そして議員一丸となり、

町民のため、町のために精一杯尽力してまいりま

す。本年もよろしくお願い申しあげます。

議長　塚原　將司　議会議員一同

3月7日（木）
開催予定です

しませんか

次回定例会は
??

広報編集
特別委員会

石

原

　
高

明

林

　

　
和

仁

石

原

　
一

好

金

丸

　
富

一

委
員
長

委

　
員
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